




















































































































































































































「Hi, friends!」1 と 2 の流れが適切である為、そこにワー
ドサーチ（Word Search）というワークシートを取り入
れた一例を紹介した。ワードサーチとは升目の中に並ん
だアルファベットの中に隠れている英単語を探すという
もので、関連テーマや英語力のレベル別によって低学年
からでも挑戦することができる。著者は公立小学校で英
語サポーターとして英語活動や外国語活動に関わってい
る他に、10年ほど児童館などで小学生に英語を教えてい
る。そこでの経験から、低学年に文字を慣れさせる際、
ワードサーチで使用するアルファベットは大文字のみで
問題数も少ないものが適していることを実感した。そし
て、しっかり大文字が理解できてきたら、ステップアッ
プとして次のワードサーチでは全て小文字の問題を挑戦
させ、大文字より少し時間をかけて触れさせることが効
果的であることが分かった。小学生の高学年でも、小文
字の“b”と“d”や“p”と“q”や“t”と“f”な
どの違いを認識するまでには時間がかかる為、ここでは
確実に間違えやすい文字を正確に習得させることが大事
である。最後の段階としては、升目に書かれているアル
ファベットが小文字で、探し出す英単語の文字が大文字
だと、児童は小文字と大文字を連携させ、アルファベッ
トの文字を理解し習得することが可能となる。
5	 おわりに
以上、異なる二人の視点から、新学習指導要領に求め
る授業の改善点を取り上げてみた。グローバル化が進
み、英語教育の重要性が更に高まっている中で、小学生
高学年の「教科化」への準備がされているが、未だ英語
を上手に指導できるだけのスキルと指導法をもった人材
が十分ではない。その為には、小学校教員志望の学生ら
に「外国語活動」や ｢外国語科｣ の講義では第二言語習
得や動機付けなど言語に関する知識を加え、児童らが外
国語（英語）の必要性を実感でき、自らが主体となって
意欲的に学ぶことができるような授業方法の指導が必要
となるだろう。
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